
「
第
５
次
津
別
町
総
合
計
画
」
を

策
定
す
る
た
め
の
第
１
回
目
の
審

議
会
が
７
月
１
日
、
中
央
公
民
館

に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

佐
藤
町
長
か
ら
「
こ
の
町
を
ど

の
よ
う
な
地
域
社
会
に
育
て
上
げ

て
い
く
か
を
描
く
一
大
事
業
で
す
。

困
難
に
立
ち
向
か
い
、
夢
と
希
望

に
向
か
っ
て
前
に
進
む
、
た
く
ま

し
い
精
神
と
意
気
込
み
を
何
よ
り

も
必
要
と
し
ま
す
。
皆
さ
ん
と

「
10
年
後
の
津
別
の
映
像
」
を
思
い

浮
か
べ
な
が
ら
、
物
語
を
作
り
あ

げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
挨
拶
が

あ
っ
た
後
、
委
員
の
互
選
に
よ
っ

て
会
長
と
会
長
職
務
代
理
が
選
出

さ
れ
ま
し
た
。

会
議
で
は
、
審
議
会
に
関
係
す

る
条
例
や
規
則
、
審
議
会
運
営
に

つ
い
て
の
約
束
ご
と
や
委
員
の
役

割
な
ど
を
確
認
し
た
後
、
町
民
の

手
に
よ
っ
て
計
画
を
策
定
し
て
い

く
た
め
の
方
向
性
や
専
門
部
会
な

ど
の
組
織
体
制
が
示
さ
れ
了
承
さ

れ
ま
し
た
。

今
回
策
定
す
る
総
合
計
画
は
、

平
成
22
年
度
を
ス
タ
ー
ト
年
と
す

る
10
年
後
の
町
の
姿
を
描
く
重
要

な
計
画
で
、
津
別
町
の
計
画
の
中

で
最
上
位
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ

る
も
の
で
す
。
自
主
・
自
立
ま
ち

づ
く
り
の
理
念
で
あ
る
「
自
分
た

ち
の
地
域
を
自
分
た
ち
の
手
で
」

の
実
現
に
向
け
た
計
画
づ
く
り
は
、

住
民
の
方
々
自
ら
が
参
加
し
、
決

定
し
、
そ
の
担
い
手
と
な
る
こ
と

か
ら
始
ま
り
ま
す
。

今
後
、
審
議
会
で
は
町
の
資
源

や
潜
在
力
・
魅
力
の
掘
り
起
こ
し

を
行
い
、
10
年
後
の
津
別
を
捉
え

て
各
分
野
の
課
題
に
つ
い
て
検
討

し
な
が
ら
、
町
民
と
行
政
に
よ
る

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
た

実
行
性
の
あ
る
計
画
づ
く
り
が
行

わ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

将
来
の
ま
ち
の
姿
を
描
く

計
画
づ
く
り
が
ス
タ
ー
ト

津
別
町
総
合
計
画
策
定
審
議
会
委
員
を
委
嘱

第
１
回
目
の
総
合
計
画
策
定
審
議
会
は
、
佐
藤
町
長
か
ら
委

員
と
な
る
50
人
に
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
、
委
員
の
互
選
に
よ

っ
て
会
長
に
原
田
英
機
さ
ん
、
会
長
職
務
代
理
に
富
田
紗
智

子
さ
ん
を
選
出
し
ま
し
た
。

浅
木
文
雄
（
北
見
市
）、
荒
川
博
明

（
旭
町
）、
今
井
義
広
（
東
岡
）、
上
田

幸
子
（
高
台
）、
植
松

彰
（
共
和
）、

大
谷
利
余
（
柏
町
）、
奥
村
義
雄
（
共

和
）、
鍛
治
博
光
（
大
通
）、
柏
葉

恵

（
布
川
）、
勝
谷
博
夫
（
共
和
）、
金
一

謙
蔵
（
相
生
）、
木
内
邦
彦
（
幸
町
）、

斉
藤
光
雄
（
豊
永
）、
桜
井
浩
子
（
幸

町
）、
迫
田
浩
司
（
大
昭
）、
佐
々
木

利
明
（
柏
町
）
佐
野
多
希
子
（
上
里
）、

曽
根
教
勝
（
高
台
）、
高
橋
以
明
（
旭

町
）、
竹
中
茂
樹
（
活
汲
）、
竹
中
博

人
（
幸
町
）、
田
中
四
郎
（
豊
永
）、

谷

智
博
（
達
美
）、
津
幡
俊
二
（
達

美
）、
富
田
紗
智
子
（
東
四
条
）、
中

川
靖
由
（
幸
町
）、
長
岐
章
久
（
豊
永
）、

中
島
浩
一
（
本
町
）、
長
野
三
恵
子

（
共
和
）、
中
山
静
男
（
上
里
）、
長
良

信
子
（
達
美
）、
新
鞍
忠
信
（
旭
町
）、

蓮
井
和
一
（
共
和
）、
原
田
英
機
（
本

町
）、
樋
口
英
男
（
緑
町
）、
平
塚
博

之
（
東
二
条
）、
■
実
紀
雄
（
達
美
）、

星
屋
光
男
（
達
美
）、
星
屋
好
春
（
高

台
）、
松
平
範
慶
（
緑
町
）、
丸
尾
幸

江
（
共
和
）、
水
上

隆
（
一
条
通
）、

村
田
政
義
（
本
岐
）、
八
鍬
里
奈
（
柏

町
）、
矢
作
芳
信
（
岩
富
）、
山
内

彬

（
豊
永
）、
山
内
浩
子
（
豊
永
）、
山
田

耕
司
（
緑
町
）、
渡
邊
勝
年
（
豊
永
）、

渡
辺
直
樹
（
柏
町
）

※
五
十
音
順

策
定
審
議
会
委
員
（
敬
称
略
）

７
月
５
日
・
６
日
の
両
日
、
河
岸
公

園
で
第
38
回
「
つ
べ
つ
夏
ま
つ
り
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

５
日
の
前
夜
祭
は
、
開
始
さ
れ
る
数

時
間
前
ま
で
強
い
雷
雨
に
み
ま
わ
れ
、

開
催
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
雨
も
や

み
多
く
の
参
加
者
が
千
人
踊
り
や
よ
さ

こ
い
競
演
を
楽
し
み
ま
し
た
。
最
後
に

は
前
夜
祭
を
し
め
く
く
る
３
５
０
発
の

花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
、
観
客
か
ら
は

大
き
な
歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

翌
日
の
本
祭
り
は
、
前
日
の
天
気
と

打
っ
て
変
わ
っ
て
晴
れ
わ
た
り
、
30
度

を
超
す
猛
暑
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の

日
も
ま
た
多
く
の
家
族
連
れ
で
賑
わ
い

ま
し
た
。

今
年
で
４
回
目
と
な
る
川
の
ぼ
り
に

は
38
人
が
参
加
し
、
タ
イ
ム
が
10
秒
を

き
る
参
加
者
も
い
る
な
ど
、
ま
つ
り
の

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
す
っ
か
り
定
着
し
ま

し
た
。

Ｈ
Ｂ
Ｃ
ラ
ジ
オ
の
公
開
録
音
で
は
、

渡
辺
真
知
子
さ
ん
の
歌
謡
ス
テ
ー
ジ
と

お
笑
い
コ
ン
ビ
の
勝
山
梶
や
グ
リ
ー
ン

ラ
ン
ド
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
も
行
わ
れ
、

会
場
は
笑
い
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
観

衆
は
津
別
産
の
牛
肉
や
ビ
ー
ル
を
味
わ

い
な
が
ら
熱
い
夏
の
到
来
を
感
じ
て
い

ま
し
た
。

会場を笑いでつつんだ勝山梶のライブ！ 観衆を魅了した渡辺真知子さんのオンステージ

す

っ
ぷ

な


